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膝關節ノ「レ線吟興研究

第5編 日本人膝關節ノ「レ線霊的計測

金澤讐科大學理學的診療科教室（主任雫松助教授）

專攻生 西  村  朋
   To〃ionobu 踊isliiフiz7ira

信

（昭和18年4月30日受附）

内 容 抄 録

 健康ナル日本人20歳以上ノ男女120名（240本）ノ膝關

節ヲー・定型件ノ下二「レ線撮影シ大腿骨骸幅員，脛骨

課幅員，大腿骨腺間窩幅員，内外脛骨腿間結節高及爾

結節聞距離，膝關節間隙及ソノ傾斜角度ヲ計測シ，年

齢別，性別，左右別二之ヲ観察シ力學的二最モ興味深

キ脛骨腺間結節高及爾結節間距離i二就テハ欧洲入ノ夫

ト比較シ機能的，解剖學的二本i那人膝關節ノ形態學的

特徴ヲ關明シ，本邦人群即製ノ生理的正規像二就キ研

究ヲ途ゲタリ．

第1章 緒 言

第2章 研究方法

 第1項撮影條件

 第2項 測定事項及測定方法

第3章 測定成績

 第1項 大腿骨傑幅員

 第2項大腿骨榔間窩幅員

 第3項脛骨骸幅員

目 次

 第4項 脛骨腺間結節高

 第5項脛骨謀間結節間距離

 第6項 膝關節間隙

 第7項膝章節間隙ノナス角度

第4章 総括及考按

第5章 結 論

   文 獣

第1章 緒

 膝關節ノ力學的形態學的研究ハ Miculinz

（1878）ヲ始メトシテGebrUder Weber， Langer，

Luschka， Henke， H． Meyer， Aeby， Htiter，

K6nig， Charpy， Albrecht， Henke， Merkel，

W． Branne， F． Schmidt， Ghillini， W． Krause，

Martin，：Lehmann， Nltsche等相次デ研究爽表シ

K．L・udlQ任ハ膝關節「レ線側面像二於ケル大腿

言

骨脈ノ年齢的差異二就テ述nC Grtinewaldハ解剖

素的二大腿骨，脛骨個々ニツキ種々ナル計測結

：果ヲ爽表，Strasser及：Fickハ機構的二膝匿罰節二

於ケル各構成骨ノ形状及和關々係ヲ明ニセリ．

 醗ツテ六型二於ケル業績ヲ見ルニ，大正5年

椎野ノ本邦人下肢骨儲二於ケル報告ヲ始メトシ

大井，和田，三木，田村，河田等ノ業績アリ．
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膝關節ノ「レ線學的研究 11

然レドモ是等先人ノ研究ハ解剖學的二野標本叉

ハ屍艦ヲ研究材料トシテ撰揮セルカ或ハ臨床的

＝種々病的膝肝胆ノ槍索セラVタルモノ多ク，

生理的正規像ノ研究ハ：甚ダ少シ．

 抑々三門諸器官ハ人種的＝多少ノ相異アルハ

言ヲ倹タザルトコロ＝シテ，日常ノ起居動作二

於テ重要ナル機能的役割ヲ有スル膝關節ハYk＝＝

日本式正坐法ヲ禮儀トナシ坐居ノ習慣ヲ有スル

本邦人ニアリテハ直＝生活歌態ノ異レル激洲人

ノ夫ト同一覗スベカラザルハ勿論Sシテ，カ・

ル機能的差異ニハ必ズや形態學的論モ特徴ヲ作

“フモノナルベシ。

 膝關節ヲ力學的解剖學的＝・＃A察スル＝，膝關

節蓮動ハ特＝十字靱帯，脛骨層間結節及關節間

隙ト密接ナル懇懇ヲ有シ，起坐運動ノ多少ハ内

外孚月板及前後＋字靱帯及其ノ附着部ノ磯達二

密接ナル關聯ヲ有スルハ勿論＝シテ，從ツテ脛

骨牒間結節間距離及前後繰闇窩ノ廣狭二影響ス

ベク，牒聞結節間距離及縢懇懇ノ欝欝ハ前後十

字靱帯附着難燃差異ヲ生ジ，爲二爾十字靱帯脚

間二突出スル牒闇結節ノ高サニ差異ヲ生ズベク

延イテハ大腿骨躁間窩及關節間隙幅員ニモ影響

スルハ葱像二難カラズ、

 余熱此ノ鮎二着目シIII As入ノ膝關節二就テ人

種的二形態懇懇特徴ヲ「レ線學的二闘明セント

シ本研究ヲ行ヘルニ些力得ルト ＝T ptアリタルヲ

以テ蝕二報告シ，諸賢ノ御批判ヲ仰ガントス。

第2章 硯 究 方 浅

      第署項撮：影條件

 被橡者優位ハ背臥位トシ膝磯節ハ可及的伸展セシメ

大腿骨内外舩後面ヲ「フイルム面二水挙ヲ保ツ如キ位

置Xテ「フイルム面＝密着固定シs乱心レ線ハ膝臨画

閤隙ノ急心ヲ通過スル様管球ヲ固定シ，二次素謡45

K。V．，二次電流30M・A・，曝露時間0・5秒2焦黙「フ

イルム閥距離ハ10CC。M。ニー定心シメタリ，レ回護

生襲置及四球ハ第1編鵡述べ：タルモノト同一ナリ．

 而シテ焦職「フイルム間距離ノ各計測数値X及ボス

談差ハ次ノ實験ノ如クナルモ測定値ノ補正ハ行ハズ。

      三二膿10c諏ノ鉛線

 骨影像n於ケル基準線及計測1ハi欠ノ如シ（附圏参

照）．

 1 膝關節基底線 我一b線

 大腿骨内外二二ノ下端頂瓢0・P・ヲ結合スル直線。

物  騰
フイルム

間踵離
計測階数

10cm

le．lccm

lO．2ecm

lo．eecm

le．41cm

le．52cm

誤  墾

百分率

 eo／0

 10／0

2．oso／0

 30／0

4．150／0

5．2［O／o

基準線及測定黙

密 着

lcm

2cm

3cm

4cm

scm

    第2項測定事項及測定方法

 検査入丁目20巌ヨリ75巌ユ至ル健康ナル男女120名

ノ爾測240本ノ膝野州ニツキ，男女同鐵謡撰ピ，年餓

ハ10年ノ間隔ヲオキ5群轟別チタリ．年齢20巌以上ヲ

撰ビタルハ骨叢育ノ完了セルモノ（威．人）ノ正規像ヲ知

ランガタメナリ。

甑鷺 ］



12 酋 村

 2 大腿骨腺幅員 a！一bノ

 膝關節基底線（a・b線）二垂直ニシテ大腿骨舩ノ内，

外土端二切スル爾切線間距離．

 3 大腿骨骸間窩幅員 A一：B

 膝關節基底線（a・b線）二垂直ニシテ大腿骨内外爾腿

ノ内側二藍スル爾切線間距離．

 4 脛骨憐副員 c！一d！

 脛骨上端關節面ノ内外爾端ヲ結合スル直線（c・d線）

二垂直ニシテ脛骨牒ノ内外爾端二切スル爾切線間距
離．

               も 5 脛骨聴罪結節（内外）高 内側M－C外側：N－D

 脛骨上端關図面ノ内外爾端ヲ結ブ直線（c－d線）二封

シ鹿卜牒間結節内外頂貼（M．N）ヨリ下セル垂線ノ長
サ．

 6 脛骨盟聞結節間（内外）距離 C－D

 脛骨上端關素面ノ内外爾端ヲ結ブ直線（c－d線）二裸

間結節内外頂職M・Nヨリ夫々垂線ヲ下シ各交貼間距
離．

 7 膝關節間隙 O－R・P－S各高幡間距eeZls均値
 膝基底線（a－b線）ト脛骨上端關半面ノ内外爾端ヲ結

ブ直線（c一一直線）トノ距離ヲ大腿骨内外爾課ノ下端頂鮎

（0・P貼）ヨリ夫’々。－d線二垂線ヲ下シ各交貼ヲR・S

トシ0・R・P・Sノ各三下間距離ノ丁丁値ヲ以テ關節

間隙幅員トナス．

 8 關節間隙ノナス角度 a一一b線ト。－d線ノナス
角度．

 膝基底線（a－b線）ト脛骨上端關節面内外爾端ヲ結ブ

直線（c－d線）トノナス角度ニシテ内側二結ブモノト外

側二十ブモノトアリ，内側二結ブモノハ「内側」トシ外

側二士ブモノハ「外側」トス．

第3章測定成績
  第1項大腿骨罧幅員（aLb’）

左右別憂動域ハ全年齢ヲ通ジ

男性右側  94mm－79．5mm

   左側  93mm一一77．5mm

女性 右側 82．5mm－68mm

   左側  83mm－68mm

ニシテ爾性心レモ其ノ差湯ダ二二ナリ．

 爾性間ノ差値ハ甚ダ大ニシテ

琳捻；；：il：1 ］ 2isit：J g．20一，nナリ・

帥チ男性ハ女性ヨリ約1cm大ナリ，共ノ割合

ハ1封0．89ナリ．

 年齢群別二観察スルニ

男性 最：大値（20歳一29歳）

   最小値（30歳一39歳）

女性 最：大値（40歳一49歳）

   最小値（30歳一39歳）

86． 1 5min

84．62mm

76．98mm

75．40mm

ニシテ其ノ攣動棚田男性1．531nm，女性1．58mm

ニシテ甚ダ小ナリ

グ輕微ナリ．

．即チ両性共年齢的差異ハ甚
            ’

 第2項大腿骨牒間窩幅員（A・一一一：B）

左右別離動域ヲ全年齢ヲ通ジテ見ルニ

男性 右側

   左側

女性 右側

   左側

25．5mm－19．Omm

25．5mm－19．Omm

21．01111皿一16．OMIII

21．Omm一一16．5mm

大腿骨蘇幅員 （軍位mm）

性1年鰯左右1例IMiM・・一MI・1碧M

6

9

20N29

30”v39

40N49

50・一一59

60N

R
L

R
L

R
L

R
L

R

10

10

10

10

10

10

10

10

20

20

86．25

86．05

84．60

84．65

86．75

85．15

84．85

84．90

85．33

85．33

94－81
93 一一81

89 一一 78

89－77．5

89．5－79．5

 00－79

89．5－81．5

88．5－82

91－81

89－82

86．15

84．62

85．95

84．87

85．33

纈・均値R・85・55L・85・21185・38

20tv29

30rv 39

40N49

50・一一59

60rv

R
L

R
L

R

R
L

R
L

10

10

10

10

10

10

10

10

20

20

・75．90

76．20

75．50

75．30

77．33

76．64

82．5 一一 71

 83－71

82－68

82－68

81－73

80－73

76．30

76．20

76．36

76．12

 82－72

81．5－71

 81－72

82．5－70．5

76．05

75．40

76．98

76．25

76．24

隔靴輪R・76・27L・76・・9レ6・18

1獅均値R・8・・91L． 8…SIS・・78

［ 12 ］



膝關節ノ「レ線學的研究 13

爾性共殆ンド同値ニシテ差ナシ．

鳳爾性聞ノ差一大ニシテ

琳霧1櫨擁31・mm
 帥チ男性ハ女性ヨリ大＝シテ1封0．85ノ割合

ヲ有ス．

 年齢群雨ニハ

 男性 最大値（20歳一29歳）22・13mm

    最：小値（30歳一39：歳） 20．83mm

 女性 最：大値（60：歳一）   18．95mm

    最小値（30歳一39歳） 18．03mm

其ノ上高域ハ男性1．30mm，女性0．92mmニシ

    大腿骨片聞窩幅員 （軍位mm）

性

6

9

年齢群 左右 例 M Max＿Min
左M右

R 10 22．07 25．5－19
20～29 22．13

：L 10 22．20 25．5－20

R 10
    ヒ

Q1．0023．5－19
30～39 20．83

1、 10 20，661
@   1
23－19 、

R 10 21．50 22．5－19．5
40～49 21．75
L 10 22．00 23－20．5

9

R 10 20．80 23．5－20
50～59 21．05

工 10 21．30 24－19

R 20 22．ユ5 25－19
60～ 22．10

：L 20 22．05 25－19
’

総李均値 R． 21．50 L21・64i 21．57

R 10 17．93 21－16
20～29 18．26

1、 10 18．60 20－18

R 10 18．15 19．5＿16．5
30～39 18．03

工 10 17．91 19－17．5

1

R 10 19．12 21－18
40～49 18．93

：L 10 18．75 20－17．5 φ

R 10 18‘33 20．5－17
50～59 18．20

工 10 18．07 21－16．5

R 20 18．70 20．5－17
60～ 18．95

工 20 19．20 2コ．一17．5

総三三値 R． 10．44
L・・8・5・i

18．47

蓉纈均値 R． 19．97 1、．20．07 20．02

T

テ甚ダ小ナリ．

    第3項脛骨蘇幅員（c’一d’）

 左右別攣動域ハ全年齢ヲ通ジ

 男性 右側 87．Omm－75．Omm

    左側 865mm－75．Omm

 女性 右側 80．Omm－65mm

    左側 80．Omm－665mm

ニシテ男女共殆ンド差異ヲ認メズ。

 爾性間ノ差値ハ

琳暴；1：1螂準聴mn

帥チ男性ハ女性ヨリ大ニシテ其ノ割合ハ1封

     脛骨牒幅員 （軍位mm）

性

6

9

年齢群 左右 例 M Max＿Min
左M右

R 10 81．95 87－75
20～29 81．90

：L 10 81．85 86．5－75

R 10 81．00 84－77
30～39 81．00

五 10 81．00 85－77

R 10 80．83 85－77
40～49 81．16
L 10 81．50 85－77．5

50～59
RI、 10

P0

81．10184．5＿79
W。．、。183．5－79   1

80．60

R 20 81．66 85．5－79
60～ ■ 81．10

1． 20 80．55 84．5－77．5

総平均値 R． 81．30 エ・81…i 81．15

R 10 72．05 75－68
20～29 72．40
L 10 72．75 75－69

R 10 71．75 76－65
30～39 71．50

● ：L 10 71．25 76－66．5

R 10 72．00 76－68
40～49 72．21

工 10 72．43 78－68．5

R 10 73．20 80－68
50～59 73．10

工 10 73．00 80－68

R 20 71．62 75．5一石8
60～ 71．81
L 20 72．00 74－69    σ

一 一 一 一 ｝ 一   一

一
二李均値 R． 72．12 エ・72・28 P72．20

R． 76．71 1・．76．64 76．67

［ 13 ］



14 西 村

0．89ナリ．

 年齢群別ニハ

 男性 最大値（20裁一一29ut）

    最小値（50歳一59：歳）

 女性 最大値（50歳一59歳）

    最小値（30歳一39：歳）

81．9mm

80．6mm

73．1inm

71．5mm

其ノ攣動域ハ男性1．3mm，女性1・6mmニシテ

爾性殆ンド年齢的差異ヲ認メズ．

     第4項 脛骨晶晶結節高

    （内側M－C，外側：NマrD）

 左右別二内外爾側ヲ比較スルニ

 男性 右側内側8．07mm 左側内側7。88mm

昌．シテ其ノ差値ハ0．19mmナリ．

    右側外側6．86mm 左側外倶iJ 6．87mm

ニシテ其ノ差十階0．01mm

 女性 右側内側6．58mm 左側内側6．52mth

ニシテ其ノ差値0．06mmナリ．

    右剣外側5．71mm 左側外側5．65mm

ニシテ其ノ差値O・Q6mmナリ．

 印チ爾性共左右（内外側共）差値輕微ナリ．

 爾性ノ差異ニツキ観察スルニ，左右準均内外

側ノ攣動域ハ全年齢ヲ通ジ

男性 内側

   外側

女性 内側

   外側

1 1 ．5mm一一5．Omps

10．5mm－3．5mm

9．Omm一一4．Omm

8．5mm－3．Omm

ニシテ口恥攣動域ノ差値ハ

 内側25mm－1．Omm 外側2．Omm－0。5mm

（1）一間結節高（軍位mm）

性

6

年齢群

20．一29

30r－39

40 一一 49

5e”．v59

60tv

左右

R

1．

R

L

R

L

R

R

L

内外

内

外

内

外

内

外

内

外

内

外

内

外

内

外

内

外

内

外

内

外

例

10

10

10

10，

10

10

10

10

10

10

10

1e

10

10

10

10

一20

20

20

20

M

8．1

6．95

8．35

6．9

7．55

6．6

7．65

6．45

8．08

6．83

8．03

7．19

8．45

6．9

7．35

7．02

8．16

7．02

8．03

6．82

Max－Min

11．5－5．5

10．5－3．5

10－7

9－6

9－6．5

8－6

9一一6

8－4．5

11．5一一5

 9－5．5

10－5．5

9一一6．1

11－6．5

8．5一一5．5

 9－5．5

8．5－5

11 ．5－6

10．5－5．5

10．5－6．5・

 10－5．5

総牢均値 R購1：81囎乙：§ラ

左内M
右側

8．22

7．6e

8．05

7．90

左外M
右側

6．92

6．52

7．01

6．96

  ：i
8．09 1 6．92

7．97 6．86

［ 14 ］



膝關節ノ「レ線學的研究 15

（2）M問結節高（下位mm）

性

9

年齢群 左右 内外  例 M 1Max一一Min    口外M左内M
   右側右側

20’・こ29

  内106．6 9一一4R
  外105．857．5一一4

内106．98・5－5
外105．77 8一一4

6．75 1 5．81

30rv39

  内106・458・5－5R
  外105．58．5－4
  内  10  6・44
L
  外 1q 5・61

9一一5．5

8 一一 3．5

6．44 1 5．55

R
内 10 6．78 8－5

外 10 5．93 遡」3
40～49 6．64 5．75

内 10 6．5 8－4
1．

外 10 5．57

50－59．一

  内  10  6・7
R
  外  10  5．75

8．5一一5．5

 8一一4．5

  内106．558．5一一6日

置 外105．807．5－4

6．62 i 5．77

60．v

  内  20 6．37
R
  外  20  5・55

7－5．5

8一一4．5

  内206・257・5－5L
  外    20    5．5      8一・一4

6．31 1 5．52

総李均値 囎ε：1§囎1：器 6．55 i 5．68

6
 総ZF均値9

R・ w乙：1§L賜1二搬：毛麻糊1：貌

 ナリ．

  EPチ爾性ノ内外結節共其ノ攣動域ノ差十四相

當ノ数値ヲ示シ，爾性間ノ左右平均内外側ノ差

値ハ，内側1．42mm，外側L18mm＝シテ男性

ハ女性ヨリ内側外側共二高シ，其ノ割合ハ外側

’二於テ1封0．8，内側二於テモ1封0．8ナリ．而

 シテ爾性左右手均値ノ内外結節高ヲ比較スルニ

 内側7．26mm，外側6．27mm，差値O．99mm帥

チ約1mm内側ハ外側ヨリ高シ．

 年齢群別＝見ルニ

 男性 最大値 内側（20歳一29歳）8．22mm

        外側（40歳一一49di）7．Olmm

    最小値 内側，（30歳一ミ9歳）

       外倶ll （30歳一一39歳）

 女性 最大値 内側（20歳一29歳）

       外側（20歳一29歳）
    最ノ」、／fi直  内f則  （60歳一一）

       外側（60歳一） ・

其ノ攣動域ハ

 男性．内側0．53mm 外側0．49mm

 女性 内側0．44mm 運試0．29nim

7．69mm

6．52n）m

6．75mm

5．81mm

6．31mm

5．52mm

＝シテ是亦爾性共年齢的差異甚ダ輕微ナリ．

 第5項脛骨牒闇結節闇距離（C－D）

左右別ノ攣動域ハ

C 15 ］



16 西 村

 男性 右側 19．5mm－10．5血m

    左側  19．Omm－9。Omm

 女性 右側10．08mln－8．Omm

    左側 16．5mm－10・Omm

＝シテ爾絶間ノ引割爾性共僅少ナリ．

 爾上間差異ハ    ’

欝霧1：；認稠伽
ニシテ男性ハ女性ヨリ大ナリ．其ノ割合ハ1封

0．89ナリ．

 年齢群鳥二見ルa

 男性 最大値（20歳一29：歳） 145mm

    際間結節間距離 （軍位pam）

Max一一一Min 左M右

    最ノJ、イ直  （50歳一59歳）  13．Omln

女性 最大値（40歳一49歳） 13．35mm

    最ノ」、値  （50歳一59歳）  11．5mm

帥チ男性二軍デ15mm，女性二於テ1．85mm

ノ差ヲ示シ爾倥共年齢的二著シキ差異ナキモノ

5認ム．

第6項膝口節間隙（0．R， P．Sノ弔均値）

左右別ノ攣動目引

男性 右側 6．5mm一一2．75mm

    左側  6．25mm一一一一3．25min

女性 右側 5．01nm－1．5mm

    左側 5．Omm－2．25mm

     關節間隙幅員（軍位mm）

性

6

9

’

ノ年齢群

20－v29

30tv39

40N49

50N59

601hv

左右

R
L

R

R
L

R

R
IL

例

10

10

10

10

10

10

10

10

20

20

M

14．30

14．70

13．45

13．70

13．91

13．10

12．80

13．20

13．66

13．oo

19．5－11

 19一一9

18．5 一一 le．5

18．5－10．0

 17 一一 11．5

14．5一ユ1．5

15－11

“ 16－11．5

一 17－10．5

15．5－11

総卒均値  R．13・62L・13・54

20・一v29

30tv39

40t．v49

sotvs9

60tNl

R

R
’L

R

R
L

R
L

10

10

10

10

ID

10

10

10

20

20

12．30

12．55

12．45

12．11

13．35

13．35

11．50

11．50

 15－8

14．5－10．5

15一一10．5

14 一一 10

 15－11

16．5－11．5

 13－10．5

12．5一一一11

11．75

11．30

13．5－10

 13－10r5

総挙均値  R・12・27L・12・16

葎総鞠値R・・2・94L12・85

14．50

13．57

13．50

13．oo

13．33

13．58

12．42

12．28

13．35

11．50

11．52

12．21

12．89

性年齢群左右例MM・・一M・轄M

R 10 4．45 6－3、 ●

20～29 4．53
L 10 4．62 6．25－3．25

R 10 4．80 6．5－3．75
30～39 4．76

工 10 4．72 5．75－3．75

R 10 4．25 5．75－2．75
40～49 4．27

＄ L 10 4．30 5－3．25

R 10 4．30 5．5－2．75
50～59 4．42

工 10 4．55 6－3．25

R 20 4．33 5．5繭3．5
60～ 4．29

工 20 4．25 5．5－3．5

総卒均値 R． 4．42 ：L．4．48 14・45
・

R 10 3．57 4．75－2．5
20～29 3．43

工 10 3．30 4．25－2．75

30～39
R 10 3．30 4．5－1．5

3．47
：L 10 3．65 5－2．25

R 10 3．60 4．75－2．5
40～49 3．60

♀
工 10 3．60 4．75－2．5

R 10 3．70 4．75－2．75
50～59 3．67

L 10 3．65 5－2．5

R 20 3．58 5－2．75
60～ 3．51

工、 20 3．45 4．75－2．5

総平均値 R． 3．55 ：L．3．53 ●3．54

R． 3．98 L．4．00 3．99

［ 16 ）
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上側間ノ差ハ爾性共輕微ナリ．

 爾性間差異第

二霧画影均・・91一剛・

帥チ男性ハ女性ヨリ約1．Omm大ナルモ其ノ差

値僅少ナリ．

 年齢丁丁二三テハ

 男性 最：大値（30ue一一一一39Ut）4．76mm

    最：小値（40歳一49：歳） 4．27mm

 女性 最大値（50歳一59歳） 3．67mm

性

6

（1）關節間隙ノナス角

外側ハ外側二六ヲ結ブモノ．

内側ハ内側二一ヲ結ブモノ．

    （軍位直下）

年齢群

20rv29

30Ai39

40r“v49

50N59

60 Av

内外 左右 例 M Max＿Min
左M右

外型内側

1．2

P．5

E・51

3．4－0

S．5－0．2
1．35

  0．5
P．64．3－0．2 1

1．05

外側 R18：L！7
1．9

P．0

2．6－0．8

Q．2－0．1
1．45

内側 R：L 23 1．8

P．4

3．1－0．5

Q．6－0．2
1．60

外側 RL 75 2．3

P．4

4．6－1．0

Q．3＿0．1
1．85

内側 R：L 35 1．1

P．5

2．1－0．2

Q．9－0．2

＼1．30

外側 RI． 97 1．0

O．9

1．9－0．5

Q．3－0．2
0．25

RL ユ3

1．25

外側 RL 14

P0

1．7

P．6

3．5－0．6

Q．3－0．1
1．65

R工 610 1．2

P．8

3．1－0．2

Q．9－0．2
1．50

値奢外側・・3・薯醐・・34     、

側二角ヲ結ブモノ 81例一67．5％
､二角ヲ結ブモノ 39例一・・32．5％

    最：小値：（20歳一29歳） 3．43mm

ニシテ共ノ差値

 男性0．49mm，・女性0．24mmニシテ爾逃隠年

齢的差異殆ンドナシ．

    第7項鯖節間隙ノナス角度

    （a＿b，c一一d，爾線ノナス角）

 此ノ角ハ左右共内剣二毛プモノト外側二結プ

、性

9

（2）二十間隙ノナス角

「外側」ハ外側一角ヲ結ブモノ

「内側」ハ内側二士ヲ結ブモノ

    （軍一目度）

年齢群 内外 左右 例 M Max＿Min
左M右

外 R 8 2．7 5．0－0．9
2．40

側 工、 6 2．1 3．9－0．6
20～29

内 R 2 1．6 1．8－1．5
1．25

側 ：L 4 0．9 2．0－0．2

外 R 6 2．5 5．0－0．3
2．35

30～39
側 工 7 2・2i 3．9－1．0

内 R 4 1．4 1．8－1．1
1．40

側 L 3 1．4 2．0－1．1

外 R 6 1．5 5．0－0．3
2．15

側 ：L 7 2．8 3．9－1．0

40～49
内 R 4 1．5－0．9

1．20
側 工 3 1．3 2．0－0．7

外 R 6 1．6 4．4－0．3
1．75

側 1、 6 1．9 2．9－0．6
50～59i   「

1内 R 4 1．1 1．5－0．9
1．00

；側 1、 4 0．9 2．0－0．2

外 R 16 1．9 4．4－0．3
1．90

側 L 12 1．9 2．9－0．6
60～

内 R 4 1．3 1．8－0．9
0．95

側 L 8 0．6 1．1－0．2
一－

総李均値 奢外側 2．11 薯内側1・・6

．

0例申 翻：離心重づ 蹴’∵雪1：1髭

総牛均値
碧外側・・7・ 碧内側 1．25

240例中 欝蟹膨雛糊蹴

［ 17 ）
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モノトアリ，左右別二内側二結ブモノト外側＝

結ブモノトヲ比較スル一

門瞬lll嫌響

即チ内治外面ノ頻度凸面me ＝於テ外側＝多キモ

左右虚日ハ其ノ率必ズシモー油脂ズ，品性

 240例中 外側二結ブモノ161例67・1％

     内側二結ブモノ 79例32．9％

即チ外側a角ヲ結ブモノ内側ノモノニ比シ約2

倍ノ多数ヲ示ス．

。爾性間差異ハ

・男性外側81例67．5％ 内側39例325％

 女性 外側80例66．6％  内側40例33．3％

帥チ性別ニハ内外側面頻度略同…率ニシテ著シキ

差異ヲ認メズ．・、

 年齢群別二内外ノ頻度ヲ見ルS

 男性 最：大値 外側 （50歳一59歳）80％

        内側（鑛＝49歳）4・％

    最小値外側（糠＝49歳）6・％

        内側 （50歳一59歳＞ 20％

姓最大値欄（鑛＝29歳）7・％

        内倶弓  （50歳一59歳）  40％

    ：最：小値  外側  （50歳一59歳） 60％

        醐雌二29歳）3・％

其ノ差ハ男性園内外側共20％，女性ハ10％sシ

テ年齢群別ニー定ノ差異ヲ示サズ．

 角度二就テ観察スルニ，左右別ニハ

瞭均囎離轟轟：li9
帥チ外側ハ内側ヨリ大＝シテ左右別岬山爾性共

大差ヲ認メズ．

 性別二比較スル；

  男性 外側1．31。 内側1・34。

  女性 外側2．11。 内側1．16。

印チ性別二君テー定ノ差異ヲ示サズ．

 年齢軍将二見ルニ

 男性 最：大値 外側（49歳一49歳）1・95。

        内顧IJ （30歳一39歳）  1．600

    最小値外側（50歳一59歳）0．25。

        内zaij （20歳一29歳） 1．050

 女性 最：大値 外側（20ue一一29歳）2．40。

        内側（30歳一39歳）1．400

    最小値外側（50歳一59歳）1．75。

        内情iJ （60歳一）     0．950

 共ノ差 男性 外側1．6。 内側0・55。

     女性・外側0．65。 内側0．45。

ニシテ

 帥チ男性外側＝於テ40：歳壷ト50fi毫 ＝1．6。ノ

差値ヲ認二野ノ他二於テハ差異画竜：ナリ．

第4章総括孕考按

 大腿骨1課幅員，大腿骨蘇闇窩幅員，脛骨器幅

員，脛骨蘇聞結節高，脛骨二間結節間距離i，關

節間隙，關節間隙ノナス角度，何レモ左右別ノ

差値甚ダ輕微ニシテ南側略同値ト見徹スヲ得ベ

シ．

 性別＝於テハ何レモ男性ハ女性ヨリ大ニシテ

其ノ比牽ハ大腿骨蘇幅員（1樹0．89），大腿骨課

言忌幅員（1謝0．85），脛骨蘇幅員（1封0．89），’

脛骨蘇聞結節高内側外側共（1封0．8），脛骨躁

間結節聞距離i（1封0．89）＝シテ：二二二二テー致

シ平均1封0．86ナリ．關節聞隙幅員＝於テハ爾

性間二差異ナク，關節間隙ノナス角度割判ノ内

回外傾各頻数二於テ学則性FM ・・一定ノ差異ヲ見

ズ．爾性平均二於テ關節間隙ノ内外傾ノ各頻数

ハ外側ハ内側ゴリ多数ニシテ2封1ノ比率ヲ示

シ，脛骨繰聞結節内外降雨較二号テハ内側ハ外

，側ヨリ高ク割合ハ1封0．8ニシテ約1mm高シ．

 年齢群別ニハ何レモ差異機微ニシテ意i義ヲ有

セズ．

 二二脛骨殊二二節高及二間結節聞距離二就テ

［ 18 ］
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考察スル＝抑々膝關節屈伸蓮動ハ十字靱帯四隅

月板二密接ナル關係ヲ有シ，膝關節蓮動ノ大ナ

ル場合ハ十宇靱帯∫牛月板ノ護育從ツテ良好二

シテ其ノ爲是等ノ骨面＝附着スル部面モ亦大ナ

ルベシ．從ツテ内外牒間結節間距離ハ大トナノヒ

ベク蘇闇結節聞距離i大トナレバ前後十字靱帯ノ

嚇8鞭前鱒

肉半息板 糊蝋締

轍

吋糠鞭欝
x 解4鞠辮

［ 19 ］
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附着部四相遠ザカリ，爲＝爾十字靱帯ノ交叉角

ハ大トナリ，其ノ爾脚ニテナス三角形ノ高サバ

低クナリ爾十字靱帯脚闇二突出スル牒闇結節モ

比較的＝低クナリ，又延イテ野畑節聞隙ニモ影

響ヲ及ボスモノナリト思考ス（附圖参照）．

 日常生活二於テ正坐法ヲ禮儀トシ坐居ノ習慣

ヲ有シ起坐単動ノ劇シキ日本人ト比較的膝屈伸

蓮動ノ少ク生活歌態ノ異レル漱二人トニツキ脛

骨腺二二節高晶晶聞結節間距離ヲ比較シ特有ナ

ル差異ヲ有スルや否やヲ槍討セルニ次ノ如キ結

果ヲ三一リ．欧洲人トノ比較二「レ線的二脛骨

牒間結節ノ異常ヲ二二セルMouchet et：Neured－

dine（佛國）（1925）ノ成績ヲ引用セリ．Mouchet

et Neureddineハ200例，余ハ24，0例ナリ・

日本人脛骨摺聞結節高 欧洲入脛骨舩間結節高

内  側   も

外   側 内   側 外   側

7．26mln 6．27mm 11．Omm 9．6mm

最大二一最小値 最大値一最小値 最大値一最小値 最大値一最小値

11．5mm－4mm 10．5mm－3mm 14．Omm－7mm

内外側差値0・09mm 内外下下値 1・4mm

 Mouchet et Neureddineノ文献ニハ撮影條件

ノ記載ナキ爲寡黙「フイルム射距離50cmト見

徹スモ余ノ撮影距es 100Cin ＝換算スル＝，内側

10・37mm，外側9：05mmトナリ，明二内外側共

遙力＝高キヲ認メタリ（但シ膝關節前後増刷何

レ’モ約10cmト見倣シ，脛骨蘇間結節櫓門ノ中

間約5cmノ高サニ位置スルモノトシテ計算セ
リ）．

 脛骨蘇聞結節聞距離『就テ比較スルニ次ノ如
シ．

 日本人12．89rnm最大値19．5mm一
             最小値8．Omm

 欧洲人7．6mm ＝シテ，余ノ撮影距ue 100cm

ト同様ト見徴スモ既二大ナル差異ヲ示シ，欧洲

人平均値ハ日本人ノ最小値ト略一致ス．帥チ以

上ノ如ク脛骨骸間結節高歌艀間結節間距離二於

テ日本人ト欧洲人トノ間n大ナル差値アルヲ認

メタリ．是撰者間ノ生活様式ノ攣化二依ル膝屈

伸蓮動ノ機能的差異二基ク形態的特徴ナリト信
ズ．

 叉日本人ノ性的差異ヲ脛骨蘇間結節高垣結節

間距離ノ示素

引灘離高×1・・＝ nc骨導縮呈示船

軍野獣騨×1・・一門關繍間
            距離示数

ヲ以テ比較シタルニ

羅藷帯同離1；：激雛：ll

帥チ女性ハ男性ヨリ内外共＝低ク

 脛骨蘇間結節間距離示数 男性16．73

             女性16．91

帥チ女性ハ男性ヨリ三層的一足小ナルモ比較的

ニハ昏々大ナル撒値ヲ得タリ．是日本人＝於テ

モ男性ト女性トハ生活様式異り女性ハ男性二比

シ起居動作ノ特質上膝屈伸ノ頻度＝差異アルニ

依ルモノナルベシ．

 膝關節間隙幅員及高節間隙ノ角度二就テ考察

スルニ，病的ニハ内外何レカー方靱帯ノ損傷セ

ル場合例ヘバWackel Knieノ如ク下肢ノ内蒋

三二可能トナル爲何レカノ間隙ノ損大起リ，剥

離セルカ叉ハ病的攣化ノ起レル牛月板ノー部或

ハ全部が軟腎性關二面二蕨頓セル場合，叉關飾

軟骨ノ厚サヲ二化セル場合等二二テ關節間隙及

其ノ角度二品化ヲ生ジ二二腔滲出液三二ニアリ

テハー二二關節聞隙二影響ヲ受ケザレドモ慢性

二経過スル滲出液高言ニアリテハ關節嚢叉ハ靱

帯ハ延ビ叢合關節ヲ生ズ，滲出液ヲ生ズル如キ

外傷ハ屡々軟骨ノ攣性破壊ヲ起シ關節間隙ノ狭

少ヲ見ル．叉膝皿節ヲ形成スル下部ノ損傷セル

場合等ニハ勿論二二間隙二二ノ角度二攣化ヲ起

［ ac ）
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 ぞスヘシ．

 三二日本人二二テハ0型脚下ク，殊＝日本

婦人ノ特徴ナリト高溶セラル．膝高節間隙ノ外

側二結ブ角度ノ大ナルモノハX型脚ノ傾向ヲ

示シ，内側二結ブ角ノ大ナルモノハ0型脚ノ

傾向ヲ有スルハ別面ニシテ，余ノ成績二依レバ

外側二結ブモノノ頻tw 67．1％，其ノ角度ハ1．71

度，内側二四ブモノノ頻tw 32．9％，其ノ角度ハ

1．25度ナリ．然シ此ノ關節聞隙角度ノミヲ以テ

直チニX型脚ノ傾向ヲ有スルモノノ多シト考フ

ルハ早計⇒シテ大腿骨軸，脛骨軸ノナス角度ト

膝關節間隙ノナス角度トノ面面ヲ怠納スルヲ要

シ，是等ト心痛ノ關係門守テ贈物ダ興味アル問

題ニシテ今後ノ研究二倹タザルベカラズ．

第5章 結

 1．本邦成人ノ膝關節二於テ大腿骨牒幅員，

大腿骨蘇間窩幅員，脛骨縢幅員，脛骨牒闇結節

高，脛骨牒間結節聞距離，關節聞隙，關節聞隙

ノナス角度，何レモ男性女性共左右別＝差異ヲ

面目ズ．

 2．性的差異二就テ日記レモ男性ハ女性ヨリ

大暑シテ其ノ割合1封0．85二略一致ス．關二二

隙ノナス角度及其ノ内傾外傾各頻度＝於テハ爾

性間ニー致ノ差異ヲ認メズ．

 3．年齢的差異ハ何レモ輕微ニシテ殆ンドナ

シ．

 4．脛骨課点心節高ハ内側ハ外側ヨリ約11nm

高ク欧洲人トノ比較二二テ内外結節二二低シ．

脛骨牒闇結節間距離二就テハ敵洲人ノ夫ヨリ遙

カニ大ナリ．自ロチ脛骨蘇混血節高面面結節聞丸

面

離ノ差異ハ爾者聞ノ生活様式ノ攣化二基ク膝屈

伸運動ノ機能的差異二依ル形態的特徴ナリ．

 5．本邦人爾性間ノ脛骨牒間結節高及爾結節

間距離ノ比較二於テモ女性ハ男性ヨリ高サニ於

テ低ク距離二於テ大ナリ．議官爾性聞生活様式

ノ特質上灘屈伸ノ頻度ノ差異幽幽ル形態的特徴

ナラザルベカラズ．

 6．健康成人膝關節闇隙ハ平均男性4．45mm，

女性3．541nm，爾性卒均3．99mmナリ．

 7．嘉節間隙ノナス角度ハ不心外傾1．71度，

内傾1．25度ニシテ其ノ頻度ハ外画67．1％，内傾

32．9％帥チ2劃1ノ比率ヲ示ス．

 欄筆二臨ミ御懇篤ナル御指導御校閲ヲ賜りタル

 解剖學岡本敢授二二李松助教授二極シ深甚ナル謝
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